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先週までのマーケット動向（4 月 18 日～4 月 22 日） 

為替、株式           

  Open High Low Close Chg 

USD/KRW 1,230.0  1,245.4  1,229.5  1,239.1  +9.5 

JPY/KRW 9.7141  9.7551  9.5778  9.6805  ▲0.034 

KOSPI 2,685.04  2,737.54  2,681.37  2,704.71  +8.65 

(Source: SMBS, Bloomberg)       

先週のドル/ウォン相場は上昇した。欧米主要国が三連休と

明けとなった18日は1,230.0ウォンでオープン。週前半

は、原油価額や米金利の上昇を受けてドル買い優勢となる

中、ドル/ウォンも底堅く推移。19日海外時間にはFED高官

による経済への楽観的な発言も相まって、ドル/ウォンは

1,241.0まで上昇した。その後、外国人投資家による韓国

株式の買い戻しや、上昇続きだった米金利が若干反落した

ことで、ドル/ウォンもやや反落。しかし週後半にかけて

は、FRB、ECBの複数の高官から利上げを急ぐ旨の発言が相

次ぐと、再び米金利は上昇。さらにロックダウンに嫌気し

た中国株の下落の影響等もあり、ドル/ウォンは年初来高

値となる1,245.4まで上昇した。結局、先週末対比9.5ウォ

ン上昇した1，239.1ウォンでクローズした。 

 

今週の見通し 

今週のドル/ウォンは動意に乏しい展開を予想する。相次ぐ

FED高官の発言を受け、市場は今後4回のFOMCにてそれぞれ

50bpの利上げが行われることを織り込んだ状況だ。しかし、高

インフレに厳しい姿勢をとる一部FOMC参加者からは75bpの利

上げを示唆する発言も出ており、一段の米金利上昇には警戒

が必要だろう。一方で今週は月末週であり、実需のウォン買い

も相応に見込まれるほか、1,250付近では当局介入による警戒

感もあり、他通貨対比ウォンは買われやすいだろう。かかる状

況下、ドル/ウォンはFOMCを前に方向感が出にくく、既存レン

ジで推移する展開となろう。 

予想レンジ 

USD/KRW JPY/KRW USD/JPY 

1230 ～ 1255 9.50  ～ 9.80  127.7  ～ 129.7  

 

* USD/KRW chart (source: Bloomberg)  

 

* JPY/KRW chart (source: Bloomberg)  

 
 
今後の予定 

 

 

 

26日(火) 米 3月 耐久財受注 速報値
米 3月 新築住宅販売件数 
日 3月 失業率 
米 4月 カンファレンスボード消費者信頼感指数 
韓 1Q GDP 一次速報

28日(木) 日 3月 鉱工業指数 速報値
米 1Q GDP 一次速報
日  BOJ 政策金利発表 

29日(金) 米 4月 ミシガン大消費者マインド指数 確報値
米 3月 個人所得 
米 3月 個人消費 
欧 1Q GDP 速報値


